
歴史的な変化を迎えるメキシコ
～トセパン協同組合の希望 マリア・ルイサ～

トセパン協同組合に、この夏、大きな希望がうまれた。 メキシコで今
年7月に行われた大統領選で、環境保護や社会的公平を重視するオブ
ラドール氏が勝利。 そして、 12月からスタートするこの新政権において、
貧困対策や社会開発を担う省の大臣に、トセパン協同組合で長年アド
バイザーとして活動してきたマリア・ルイサが指名されたのである。

マリア・ルイサは、トセパン協同組合において生産活動や運営、女性
グループの活動や鉱山開発への反対運動の分野でアドバイザーとし
て活動してきた。 特に、伝統的に細々と行われてきたハリナシミッパチ
のハチミツ生産の知識を研究所と協力して体系化し、加工・販売にま
で発展させた。

今後の活躍が期待されるマリア・ ） レイサ

現在はトセパン協同組合が設立した中学校の校長先生も務めてい
る。 トセパン協同組合はその多様な取り組みと規模の大きさから、メキシコ国内でも年々名前が知られるよう
になってきていたが、こうしたマリア・ルイサの取リ組みも評価され今回の指名に至っている。

オブラドール氏は、麻薬組織、政府の汚職を一掃させることを目指しておリ、長年これらの問題に苦しめられ
てきたメキシコ国民の幅広い層から支持を得た。 その他にも自然エネルギーヘの移行、 100万ヘクタールの植
樹•森林回復計画などの政策を掲げている。

このうち「 100万ヘクタールの植林計画」は、政策の中でも優先的に考えられている計画で、マリア・ルイサが
実施責任者になる予定だ。 植林活動は特に貧困層の多いメキシコ南東部から始まリ、森林農法による森づくリ
と生産活動で多くの雇用を生み出すことを目指している。

森を守り、育むだけでなく、貧しい人たちを支援することにつながる。 これまでトセパンが行ってきた取リ組
みが、メキシコ全体へと広がっていく。 破壊的な「死のプロジェクト」ではなく、「皆が幸せになる」ためのプロジ
ェクト 。 そんな政策が新政権の下で行われることを、トセパン協同組合の仲間たちは心から願っている。

地震により崩壊した住居

I トセパン協同組合の多彩な取り組み I
～トセパンによるメキシコ中部地震被災者支援活動～

有機栽培、森林農法の「トセパンコーヒー」でお馴染みのトセパ

ン協同組合の活動は、コーヒー栽培だけにとどまリません 。 組合員

3 万 5000人からなるこの組合は突発的な自然災害にたいしても、

迅速に支援活動を行います。 昨年 9月に発生したメキシコ中部地

震に際しても、被災者への支援を実施しています。 被災したサンタ

クルス村を訪問し、現地の様子を取材してきました 。

（報告・ウィンドファームスタ ッ フ岩見知代子）
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トセパンヘの古本募金·［きしゃぽん」ー、随時受付中！

トセパン協同組合が子どもたちへの教育プロジェクトを行うために立ち上げた「トセパン基金」 。 現在は、組
合内のさまざまな活動を支える重要な役割を果たしています。 教育プロジェクトに関しては、先住民ナワット族
の言語や文化を取リ入れた独自の教科書作リとカリキュラム作成に取リ組んできました。 私たちウインドファー
ムは、今後も彼らの取リ組みを応援していきますが、引き続き古本募金「きしゃぽん」を行っていきます。 皆様の
お宅に眠っている古本やDVDがあリましたら、ぜひ「きしゃぽん」へご寄付いただけると嬉しいです。 いただい
たご寄附は、ウインドファームが生産者の支援等の窓口として設置しています「ワールド・エコロジー ・ネットワ
ーク」を通してトセパン協同組合に届けられます。
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地震で崩壊後、 新たに建設中の住居




